A study of the auxiliary verb “muzu” found in the manuscript of “the Tale of Genji” by 竹部 歩美
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はじめに　
本稿は、 『源氏物語』 （以下、 『物語』 ）の諸写本における助動詞ム
ズの出現量を再調査し、併せて、その口頭語性と俗語性とについて考察しようとするものである。　
推量の助動詞ムズは、 『源氏物語大成校異篇』 本文 （以下、 『大成』 ）
には次の３例がある。　　
○（右近） 「いかでか世に侍らんずらん。 」 〈夕顔、一四〇⑪〉
　　










処の異同を指すのかは示していない。 『物語』の諸写本に見られるムズの所在について 調査は渡辺（一九七三） ・五島（一九八〇）があるものの、これ以降行われていない。また、ムズは中古（平安時代）の口頭語であったとされ、吉田（一九六二）においても『物
語』の
17例のムズは会話文と心内文に現れるとされており、右に挙
げた『大成』の３例はそれに合致しているが、諸写本に見られるムズは、会話文・心内文以外にも現れる。さらに、ムズは俗語であったとされているものの、諸写本 見ら ムズも俗語であると言い得るかについ は十分な考察がなさ ていない。たしかに、右に挙げた３例は、発話者に貴族的な教養の欠落や社会的地位の低さなどが認められる点から ムズが俗語であると言えるようにも思われる。しかし、諸写本に現れるムズにおける会話文の発話者は帝や源氏の場合もある。　
そこで、本稿は、 『物語』の諸写本に見られる助動詞ムズについ






















　『物語』の諸写本に見られるムズについては、これまで、 『大成』に示された異同に拠る調査がなされている。 吉田 （一九六二） は 「異本における「むず」を拾い集めてみても僅か十七例にすぎない」としたが、それがどの箇所の のであるかを示しては ない 渡辺（一九七三）は、 『大成』 ムトスとある
29箇所とそれ以外の６箇





ころに「ムズの異文を有する例は、二八例」あ とし、また、ムトスではないところ もムズへの異同 若干ある」としてい 。　
吉田 （一九六二） は、 ムズはムトスから転じたものであるとして、










関して、五島（一九八〇）は 『物語』で異同としてムズが現れるところに「性差・身分差などの偏り」 ないとし、偏りがないのは書写者によって「ムトスがムズにかえられた」ためであるとし がら、個々の写本におけるムズの出現量が少ない を根拠 、写本が書写された中世以降も は「口語・俗語としての色合 が強く」 、 者たちは「それ 好ましく思 なかった」のでは いかと推測している。なお、中世の ズ（ウズ）の俗語性につ て言及するものは管見の限りではないようである。　




















これまでの考察はムやベシやムトスとの意味の相違や推量の意味の強弱の観点から えられたり、当該箇所にムズ 現れることをめぐって本文批判がなされたりはしているも の、口頭語・俗語の観










































































































































用形についても【表２】 併せて示した。　【表２】のとおり、諸写本に見られるムズの活用形は、 終止形 （ムズ） と連体形 （ズル） ２形である。また 異同としてのムズは、ムトスが終止形（ムトス）の場合は終止形（ムズ） 、連体形（ムトスルとき 連体形（ムズル） 現れ、活用形の異同はない。ム への異同 あるムトス
（（






終止形 2（ 20 （ 1
連体形 （7 1（ 12 2

















推定の助動詞（ム・ベシ）がある いうもので 。第三に、 『大成』において係り結びの結び 省略 起きて るところにムズへの異同があり、その省略された 語には推量の助動詞を補っ 考えられるというものである。第四は こ 三点 ずれに 該当しないものである。　
まず、第一の、 『大成』にはムトスとなく、諸写本に概ね一致し




飯島・肖柏・三条西〕 河内本〔七毫・高松宮・尾州・大島河内〕 ・別本〔陽明〕 ）に「たいめんたまはらむ（ん）とすらん」 あ 。よって、用例④・⑬は、ムトスに対するムズへの異同として扱える可能
性が高い。諸写本がテキストとしたものにムトスとあった可能性があるからである。この第一の点からも、諸写本に見られるムズへの異同は、ムトスに対して見られる傾向が顕著であると言える。　　
④














である。これらは、次の用例㊱・②ように、助動詞 （７例） ・ベシ（２例）が現れるところにムズへの異同が見られ 。先行研究では、ムズと助動詞ム、ムズと助動詞ベシ 近似性が説かれることがあるが（第一節参照） 、この９例 異同が見られるのはそれに因るものかと推測される。　　
㊱




































れについては次のように考えられる。 ⑩は、 この直前に 「 （源氏が）院へ参りたまふ」とある。用例⑩は、源氏が自邸から参内しようとするところであり、その際に大宮へ送った手紙である。その消息文の内容を、 「院が言っている」という実現した事態としてではなく、 「言っているようだ」と写本の書写者は解釈 、そこに推量等の意を見出しているのではないかと推測される。 用例⑳は 「 （好き者ども ）気を揉ませ 」と解釈される ころであ が、視 を変えると「 （好き者ども 気を揉む」と見る とができ ま 、「好き者どもの心をつくさする」 いう事態は発話時では未実現であるから、それを示すために写本の書写者は推量の助動詞を要すと考えたのではないかと推測される。 用例㉗も用例⑳ 同様 ある。用例㉗は明石入道が隠遁を決心した場面であり、明石の上が、父
会えなくなってしまうのではないかと、発話時よりも先の未来のことを述べていると解釈することができるものである。このように考える 、この３例も、また、先の第二の点に類するものとして扱ことができよう。　　
⑩













































最後に、和歌 現れるムズであるが 実はこ 和歌 口頭でや
りとりされたも である。用例⑥は、若紫の祖母である尼宮が若紫の将来を不安視した和歌を詠み、それに応じて女房が次の和歌を口頭で詠んだところである。このことから、陽明本の書写者 ここ会話文としての性質を見出したのではないかと推測される。 ただし、和歌の一部がムズ なった場合、和歌としては音節数が不足するで、特殊な例 あるこ は言うまでもない。　　
⑥
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摘することができる。 『物語』は、 「言文一致」 （浅川・竹部二〇一四）であり、地の文と会話文との間に大差はないとされるのは周知のことでは る。 かし、その巨大な会話文に内包される特定の部分、すなわち、登場人物が発することばとして、いわゆる地の文とは区別することのできる部分に、ムズへの異同は集中的に見られるのである。　
このことから、 『物語』の諸写本に見られる異同としてのムズは、








者のみが発するのではないかと推測さ 。 稿 冒頭で述べたように、 『大成』に見られる３例のムズの発話者（近江君・右近・浮舟）は、たしかに、そうした点がある人物であった。　
しかし、ムズへの異同のみられ 箇所の発話者の 地位の上






























































 （女房から葵へ） 「今日の物見には、 大将殿をこそは、 あやしき山がつさへ見たてまつらんとすなれ。 」 〈葵、二八六③〉
　　
Ⅱ













































付けられている。本稿冒頭に見た『大成』の用例の〈夕顔、一四〇⑪〉 （本稿の用例③） ・ 〈常夏、八四六③〉 （本稿の用例㉑） もそう
した点が見られる。用例㉘（Ｂの
1（例のうちの一つ。以下では、Ｂ
についてのみ写本の用例を併記する）や、用例⑥は発話者が女房であることから、そこに社会的地位の低さが見出されたのではないかと推測される。このよう 、発話者に未熟 や社会的地位 低さが見られるときに、ムズへの異同が見られる。　　

 （小君） 「わざとたてまつれさせたまへるしるしに、 （薫に）何事をかは聞こえさせんとすらむ。ただ一言をのたまはせよかし。 」など言へば、 〈夢浮橋、二〇七〇④〉
　　
㉝
 女ばら（＝大君中君の女房たち）など 「あはれ、年は変はりなんとす。心細く悲しきことを、改 るべき春待ち出でてしがな。 」と、 を消たず言ふもあり。〈椎本、一五七一⑨〉
　　
㉘
 （落葉宮の 房たち） 「 『 （あなた＝落葉宮が）
いかに聞こえさ





































発話の社会的地位に大差がある。しかし、発話者の位相差とは無関係に、発話者が悪態をつくような場合には、このようにムズへの異同が見られるのである。なお、本節．二． 挙げた用例㊸（右近が匂宮を非難する）や用例㉙（夫婦喧嘩で妻が夫を罵 ）も、 こ含まれるものであ 。　　
㊾
 弟子ども、 「たいだいしきわざかな。いたうわづらひたまふ人の御あたりに、よからぬものをとり入れて、穢らひ必ず出で来なむとす。 」と、もどく あり。 〈手習、一九九三⑪〉
　　
㉛
 （玉鬘の息子たち） 「中宮をはばかりきこえたまふとて、 院の
女御をばいかがしたてまつりたまはむとする。 」 …内侍の君、「いと苦し。 」と思しぬ。 〈竹河、一四八八⑧〉
　
また、草子地にムズへの異同が見られるもの（Ａの１例と、Ｂの




好意を持って接し くれること ど期待できるのかという書き手の見解が示されている。これを、書き手が事態を批判的に らえていると解釈す と、用例⑮・㉖の草子地に見られる異同としてのムズも、また、書き手の発した悪態の中に現れている 言え 。　　
⑮
 兵部卿の宮の中の君（紫上の異母姉妹）も、さやうに心ざしてかしづきたまふ、名高きを、大臣は、人よりま りたまへとしも思さずなむありける。 （こ 事態を）いかがしたまはむとすらむ。 〈澪標、四九九⑥〉
　　
㉖

















 （匂宮） 「所せき身こそわびしけれ。 軽らかなるほどの殿上人などにてしばしあらばや。いかがすべき かう包むべき人目も、え憚りあふまじくなん。大将（＝薫）もい に思はむとすらむ。…」とぞ、 （浮舟に）のたまふ。 〈浮舟、一八八〇⑪〉
　　
⑭
 （朱雀帝） 「わが世残り少なき心地するになむ、 いといとほしう、名残なきさまにて（私が亡き後 朧月夜は）とまりたまはむとすらむ。 」 〈澪標、四八三⑭〉
　　
⑱

















 （右近） 「か （夕顔） の御あたり去らず生ほしたてたまひしを、（私が）思ひたまへ出づれば、 （私は夕顔の死後）いかでか世にはべらむずらむ。 」 〈夕顔、一四〇⑪〉
　　
㉞
 （薫の心内） 「 （大君は） いかになりたまひなむとするぞ。 」 と、（薫） 「ある きものにもあらざめり。 」と見るが、をしきことたぐひなし。 〈総角、一六六〇⑤〉
　
次の例は、発話者の、俗世への執着や出家した者への執着が記さ
れるところである。用例⑰は出家の身である明石入道が俗世にある孫娘を思うところであり、用例㉗は、俗世に の上 隠遁する父入道 る。これらの用例に見られる執着心を、望ましくないものと見てい のではないかと推測する。　　
⑰























 （源氏） 「君の御髪はわれ削がむ。 」とて、 「うたて、所せうもあるかな。いかに生ひやらむとすら 〈葵 二九〇⑪〉
　
このように、ムズへの異同がある箇所には、発話者や動作主に社
会的地位の低さや未熟さがあったり、 発話の内容や話題に、 一般的・日常的・常識的な状態とは異なった、卑し や下品さ といった卑俗なありようが見出されたりするのである。五．二．二．異同のないムトスに見られる特徴　
ところで、ここでムトスに注目してみたい。ムズには、前述のよ







 （女房） 「今日の物見には、 大将殿をこそは、 あやしき山がつさへ見たてまつらんとすなれ。 」 〈葵、二八六③〉
　　
Ⅱ
 （鬚黒の北の方） 「 （鬚黒が出かけようというときに）あやにくなめる雪を、いかで分けたまはんとすらむ。夜も更けぬめりや。 」とそそのかしたまふ。 〈真木柱、九四四⑭〉
　
次の〈賢木〉の例は、藤壺宮が自身の出家について帝に言い聞か
せるところである。 〈手習〉の例 横川僧都は弟子たちをとがめてはいるものの、説法であって悪意に基づくものではない。 〈玉鬘〉の例では、乳母が大夫の監に対してよろし ない感情を抱いていることを『物語』 読者は知ってはいるが、ここは、乳母 大夫の監に対して慎重に発言しているところであ 。　　
○
 （藤壺） 「それは、老いてはべれば醜きぞ。さはあらで、髪それよりも短くて、黒き衣などを着て、夜居 僧 やうになりはべらむとすれば、見たてまつらむこともいとど久し るべきぞ。 」 〈賢木、三五五⑧〉
　　
○
 （僧都） 「池に泳ぐ魚 山に鳴く鹿をだに、 人に捕へられて死なむとするを見て助けざらむは いと悲しかるべし。…」のたまひて、 〈手習、一九九三⑤〉
　　
○











浮舟との別離に関する心的な動揺が記される点では同じだが、用例㊿には異同があり、 〈手習〉の例には異同がない。同様に、用例とその次の 〈浮舟〉 の例は、 浮舟が薫を思ってい用例には異同があり、 〈浮舟〉の例には異同がな 。　　
㊿




 （妹尼の心内） 「 （浮舟は）残り多 る御身を、いかで経たまはむとすらむ。…」と、臥しまろびつつ、いといみじげに思ひたまへるに、 〈手習、二〇三二⑬〉
　　

 （浮舟の心内） 「この世には ありし御さまを よそ がらだにいつか見んずる。 」 二五⑨
　　
○








市の僧（宿屋の主）が「むつか」りながら発言している。 〈手習〉の例では、 母尼 声におびえる浮舟の心的動揺が記されている。 〈朝顔〉 源氏が朝顔に対して恨みごとを述べており、 〈空蝉〉の例では源氏が小君に恨みごとを述べている。
　
源氏が発話者である、 〈朝顔〉と〈空蝉〉の用例を見るとき、 〈朝
顔〉の例は対話の相手が朝顔の姫君であるためにぞんざいな物言いを忌避したのかとは推測できる。しかし、その一方で、 〈空蝉〉の例は、対話の相手が小君であるから、ぞんざいな物言いが許容されるので ないか、よって、ムズへの異同があってもよいの はないかと期待されるのであるが、異同はない。　　
○







に人のものしたまふぞ あや き女どもの、心にまかせて。 」と、むつかるを、 〈玉鬘、七三二⑤〉
　　
○
 （母尼） 「あやし。これ 誰ぞ。 」と、執念げなる声にて見おこせたる、さらに、 （浮舟の心内） 「ただいま、 （私を）食ひてむとする。 」とぞ思ゆる。 〈手習、二〇二四⑧〉
　　
○
 （源氏） 「今は （あなた＝朝顔 ）なにの諫めにか （私を避けようと）かこ せたまはむとすらむ。 」 〈朝顔、六四二⑨〉
　　
○











ム＋格 詞ト＋サ変動詞ス）や、推量・推定の助動詞（ムやベシ）のあるところ、あるいは、推量・推定の助動詞があ と想定すること できるところに対して 『源氏物 諸写本に、異同として見られる。
二
 ． 『源氏物語』諸写本におけ 助動詞ムズは、地 文以外のところに集中して見られ、登場人物の話 ことばという範囲内で、口頭語の性質がある ころに見られる傾向が顕著である。
三




 渡辺 一九七三）には、 『大成』一七二九頁４行目のムトスに異同がある旨が記されているが、 『大成』 の異同を見る限り、これは誤りのようである。
（３）











 ムズも意味機能や他の推量・推定 助動詞との相違等も課題となるが、 それらについては稿を改めて考察することとす 。
（８）
 吉沢（一九五二）は『湖月抄』を底本とし いる。 『湖月抄』は古注釈ではあるが、 が衰退したとされる江戸期のものである（此島一九七三に拠る）もの 、出現例があるの 、本稿 は、参考 して、調査結果に含める ととした
（９）






 『大成』や諸写本（注９）の解題等を参照してこれを付した。写本は複数の系統 混種本である場合もある で 【表１】では一つの写本に複数の系統が混在してい 場合 あ 。
（
12）
 桃園文庫本の異同は『大成』を参照し、 『大成』で校合本文として採用のない巻について 【表１】では「－」を付すこ
― 17 ―
ととした。一条兼良奥書本の異同は加藤（二〇〇一）を参照し、欠巻（加藤 九九九に拠る）も、加藤（二〇 一）で校合本文として不採用の巻も、 【表１】で 便宜的に「－」を付すこととした。
（
1（）































 地の文にムズが現れるのは十二世紀頃からであること（吉田一九六二） 、 『物語』 諸写本の書写年代は鎌倉時代を遡らず、















 【表３】のとおり、地の文におけるムズへの異同は、用例④・⑨と、次の用例⑯の３例がある。用例⑯は、この前後において、明石の上が自分自身の身分の低さを嘆く様子が描かれているので、それに因って明石 上 社会的地位の低さ 見出されているものと推測する。
　　　　
⑯



































 洋介（一九九九） 「了俊・兼良の源氏物語―書陵部蔵源氏物語をめぐって―」 『説林』四七
――




 物語別本集成刊行会 八八―二〇〇二 『 別本成』桜楓社
源氏






 和代（一九八〇） 「源氏物語のムズ」 『北九州大学文学部紀要』二六
関一
 雄 （一九九〇） 「平安和文における推量辞 「むず」 と物語用語 「むとす」 （一） 」 『山口大学 学会志』 四一 （関一雄 （一九九三） 『平安時代和文語の研究』 （笠間書院）所収）
――












 歩美（二〇〇九） 「源氏物語における「むすめ」 をんなご」について」 『国語研究』七二
――
 ――（二〇一五） 「国宝『源氏物 絵巻』詞書の仮名表記について 読解上の問題点と変体仮名の運用― 『言 一
――
 ――（二〇一六） 「国宝『源氏物 絵巻』詞書の語法小考―『源氏物語』との比較から―」 『国語研究』七九
――
 ――（二〇一八ａ） 「国冬本『源氏物語』の「柏木」と「鈴虫」の変体仮名の運用」 『国際関係・比較文化研究』一六―二
――










 宗明（一九五七） 「枕草子における「むず」 （むとす）をめぐって」 『未定稿』四
山口明穂・秋本守英編（二〇〇一） 『日本語文法大辞典』明治書院吉沢義則（一九五二） 『対校源氏物語新釈』平凡社吉田






































































































 閣伝為氏…伝二条為氏筆〔一帖（椎本） 〕 尊経閣文庫３４３―３、国文学研究資料館紙焼写真請求記号Ｅ１０５７９）
　　
尊経






























 バード…ハーバード大学蔵本（ 『ハーバード大学美術館蔵『源氏物語』 「須磨」 』 新典社 ・ 『ハーバード大学美術館蔵 『源氏物語』 「蜻蛉」 』新典社）
　　
尾州

















































































連番 （1） 2 （ （（） （ （（） 7 （（） 9 （10） 11 （12） 1（ 1（ （1（） （1（） （17） 1（ 19 （20） 21 （22） 2（ 2（ 2（ 2（ 27
大成























































大成本文 ム ベシ ムズ ナドス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ノタマハスル ムトス ムトス
対面ハト申
シタマフ ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス
心ツク





位置 会話 会話 会話 地 会話 和歌 会話 会話 地 手紙 心内 会話 会話 会話 草子 地 心内 心内 心内 会話 会話 心内 心内 手紙 心内 草子 心内
阿里莫 別 別 別 別 別
飯島 河 別 河 別 別
池田 青
一条兼良奥書 ― 河 河 ― ― ― 河 ― ― ―
岩国吉川家 河 河 河
大島 青 青と補 青
御物 別 別 別 別 別 別 青













七毫 河 河 河 河 ― ― ―
肖柏 青 青
角屋 ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣・６帖
慈寛 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
言経 ― ― 別
高松宮 河 河 河 河 河
伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―
鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大
河内 河 河 河 河 河 河 河
天理大
河内 河 河 河 河
天理大
伝西行 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大
長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―
桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中山 ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―







鳳来寺 河 河 河 ― ― ― ― 河
保坂 青 別
穂久邇 青 青 青 別 青
麦生 ― ― ― 別 別と補 ― ― ―
陽明 別 別 別 青 別 別 別
横山 青と補 青
歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
― 2（ ―
【表１　諸写本に見られるムズ】（前半）
連番 （1） 2 （ （（） （ （（） 7 （（） 9 （10） 11 （12） 1（ 1（ （1（） （1（） （17） 1（ 19 （20） 21 （22） 2（ 2（ 2（ 2（ 27
大成























































大成本文 ム ベシ ムズ ナドス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ノタマハスル ムトス ムトス
対面ハト申
シタマフ ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス
心ツク





位置 会話 会話 会話 地 会話 和歌 会話 会話 地 手紙 心内 会話 会話 会話 草子 地 心内 心内 心内 会話 会話 心内 心内 手紙 心内 草子 心内
阿里莫 別 別 別 別 別
飯島 河 別 河 別 別
池田 青
一条兼良奥書 ― 河 河 ― ― ― 河 ― ― ―
岩国吉川家 河 河 河
大島 青 青と補 青
御物 別 別 別 別 別 別 青













七毫 河 河 河 河 ― ― ―
肖柏 青 青
角屋 ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣・６帖
慈寛 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
言経 ― ― 別
高松宮 河 河 河 河 河
伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―
鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大
河内 河 河 河 河 河 河 河
天理大
河内 河 河 河 河
天理大
伝西行 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大
長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 別 ― ― ―
桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中山 ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―







鳳来寺 河 河 河 ― ― ― ― 河
保坂 青 別
穂久邇 青 青 青 別 青
麦生 ― ― ― 別 別と補 ― ― ―
陽明 別 別 別 青 別 別 別
横山 青と補 青
歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
― 2（ ―
連番 （2（） 29 （（0） （1 （2 （（ （（ （（ （（ （7 （（（） （9 （0 （1 （2 （（（） （（ （（ （（ （7 （（ （9 （（0） （1 （2 （（
大成





















































大成本文 ベシ ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムズ ムトス
位置 会話 会話 心内 会話 会話 会話 心内 会話 会話 心内 会話 心内 心内 心内 会話 会話 会話 心内 心内 心内 会話 会話 心内 会話 心内 会話
阿里莫 別
飯島
池田 別 別 別
一条兼良奥書 ― ― ― ― ― ― ― 河 ― ― ―
岩国吉川家 河
大島 ― ― ― ― ― 青
御物 河 河 河
宮内庁為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
国冬 別 別 別 別 別 別 別
湖月抄
（対校） 〇











角屋 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ―
尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣・６帖









高松宮 河 河 河 河 河 河
伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大




伝西行 ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大
長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― 別 ― ― 別
中山 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ―
尾州
平瀬 ― 別






保坂 ― ― ― ― ― 別 別
穂久邇 青 青
麦生 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ―
陽明 別 別 別と見消 別
横山 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
歴博 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ―
― 2（ ―
【表１　諸写本に見られるムズ】（後半）
連番 （2（） 29 （（0） （1 （2 （（ （（ （（ （（ （7 （（（） （9 （0 （1 （2 （（（） （（ （（ （（ （7 （（ （9 （（0） （1 （2 （（
大成





















































大成本文 ベシ ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ムトス ム ムトス ムトス ムトス ムズ ムトス
位置 会話 会話 心内 会話 会話 会話 心内 会話 会話 心内 会話 心内 心内 心内 会話 会話 会話 心内 心内 心内 会話 会話 心内 会話 心内 会話
阿里莫 別
飯島
池田 別 別 別
一条兼良奥書 ― ― ― ― ― ― ― 河 ― ― ―
岩国吉川家 河
大島 ― ― ― ― ― 青
御物 河 河 河
宮内庁為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
国冬 別 別 別 別 別 別 別
湖月抄
（対校） 〇











角屋 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
静嘉堂
為氏 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 青 ―
尊経閣・12帖
伝為家 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣
伝為氏 ― ― ― ― 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
尊経閣・６帖









高松宮 河 河 河 河 河 河
伝為相 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
鶴見大 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
中京大




伝西行 ― ― ― 別 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
天理大
長谷場旧蔵 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
桃園 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― 別 ― ― 別
中山 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
ハーバード ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ― ―
尾州
平瀬 ― 別






保坂 ― ― ― ― ― 別 別
穂久邇 青 青
麦生 ― ― ― ― ― ― ― ― 別 ― ― ― ―
陽明 別 別 別と見消 別
横山 青 ― ― ― ― ― ― ― ― ―





 本稿は平成二八年度科学研究費補助金学術研究助成基金助成金（基盤研究Ｃ）による研究課題「 『源氏物語』写本との比較から見た国宝『源氏物語絵巻』詞書の日本語学的研究」 （課題番号1（K
027（1 ）の研究成果の一部である。
（たけべ・あゆみ
　
静岡県立大学）
